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佐久穂町生涯学習館
「花の郷・茂来館」メリアホール

開催時間（各回とも）

14時00分～１５時３０分

佐久穂町公民館 ☎0267-86-2041（月曜休館）
〒384-0503
長野県南佐久郡佐久穂町大字海瀬2570

各回200円受講料
（大学生以下受講無料）

第

１
回

６
月

14
日
（
日
）

樹
液
が
器
に
変
わ
る
ま
で

―
漆
に
振
り
回
さ
れ
、
翻
弄
さ
れ
な
が
ら

作
り
続
け
る
三
六
五
日
の
舞
台
裏―

第

２
回

８
月

30
日
（
日
）

絵
地
図
で
歩
く
佐
久
穂
の
山
々

―

信
州
の
山
の
魅
力
と
安
全
登
山―

第

３
回

10
月

12
日
（
月
）

佐
久
穂
町
図
書
館

Ｗ
主
催

『
夏
服
の
少
女
た
ち
』

『
ヒ
ロ
シ
マ
に
一
番
電
車
が
走
っ
た
』
上
映
会 中

嶋

豊

武
者

泰
雄

井
坂

友
美

※第３回については無料

第

４
回

２
月

28
日
（
日
）

南
佐
久
地
方
の
観
音
信
仰

―

佐
久
穂
を
中
心
と
し
て―

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
講
師
陣

に
よ
る
様
々
な
テ
ー
マ
の
講
座
を

受
講
で
き
ま
す
。

佐
久
地
域
に
深
い
関
わ
り
の
あ

る
テ
ー
マ
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
マ
ニ

ア
ッ
ク
な
テ
ー
マ
ま
で
気
軽
に
学

ん
で
い
た
だ
け
る
講
座
で
す
。

1
回
だ
け
の
受
講
も
可
能
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！



一滴の樹液が、なぜ宝石のような光沢を放
つ器へと生まれ変わるのか。本講演では、日
本が世界に誇る天然素材「漆」の正体に迫り
ます。漆の機嫌に振り回され、何度も塗りと研
ぎを繰り返しながら作り上げていく、職人の舞
台裏を公開。あわせて、漆器の見分け方や
一生モノにするお手入れ術など、暮らしに役
立つ知恵もお届けします。

水と緑のうるおい 人の営みが奏でる未来のふるさと

佐 久 穂 町

令和８年度 佐久穂町公民館主催 文化芸術講座

年間スケジュールと講座の概要

第１回 ６月14日（日）
樹液が器に変わるまで

-漆に振り回され、翻弄されながら
作り続ける365日の舞台裏-

井坂 友美 先生

第２回 ８月30日（日）

絵地図で歩く佐久穂の山々
‐信州の山の魅力と安全登山‐

中嶋 豊 先生

森林面積が町土の81％を占める緑豊かな
佐久穂町には、町のシンボル的存在で長野
県の名峰や信州百名山に選定されている茂
来山のほか、町西部の北八ヶ岳にも2000ｍ級
の人気の山があり、さらに近くには戦国の山城
跡などもあります。これら町内の山々の登山案
内と見所などを絵地図で紹介するとともに、信
州の山の魅力や安全登山、私の山の楽しみ
方などについてお話しします。

第３回
10月12日（月）

『夏服の少女たち』
『ヒロシマに
一番電車が走った』

上映会

：0267-86-2041
：0267-86-2939

アクセス方法
●JR小海線海瀬駅より東に徒歩約15分
●中部横断道佐久穂ICより車で約5分

〒384-0503 長野県南佐久郡佐久穂町大字海瀬2570
TEL
FAX 

佐久地域では平安時代末期に西行法師に
より「信州佐久郡三十三所観音札所」が始
まったといわれ、今、南佐久地方に残る札所
の内、第十四番平林観音から第二十五番岩
屋堂までを中心にして現地撮影した画像によ
り、その歴史や伝説を探ります。観音信仰が
盛んだった江戸時代にタイムスリップして往時
に思いを巡らせましょう。

みなさんは、原爆とその後を生きた人々を描
いた物語に触れたことがありますか？

『夏服の少女たち』は、広島で被爆した少女た
ちの日常、その後の人生を通して戦争の悲惨
さと平和の大切さを伝え、『ヒロシマに一番電車
が走った』は、原爆投下後の混乱の中で復興へ
向かう人々の希望や支え合いを描きます。

この上映会を通じて、いま改めて平和について
一緒に考えてみませんか。
子どもから大人まで、ぜひご覧ください。

第４回 ２月28日（日）

南佐久地方の観音信仰
‐佐久穂を中心として‐

武者 泰雄 先生


